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子どもフェスティバル

事業の実施目的
　

　「子どもたちが、遊びや学びを通じて、地域の様々な世代の人々

と関わりながら健やかに成長してほしい」

　こうした願いのもと、昭和 36 年発足以来、本市の青少年の健

全育成のパートナーである「八王子市子供会育成団体連絡協議会」

と八王子市教育委員会、八王子市の協働により実施しました。

　多くの子どもたちが参加・体験しながら、市制 100 周年を実感

し祝福する機会を創出していく。そして、イベントを機に地域で青

少年の健全育成に携わる市民団体や事業者、関係機関同士がつな

がりをさらに深め、その輪を広げ未来へつないでいく。「子どもフェ

スティバル」はこの大きな二つの目的を持って開催しました。

日時・場所

◉　平成 28 年 10 月 10 日 ( 月・祝）   午前 9 時 30 分～午後４時

◉　エスフォルタアリーナ八王子

審査委員長の言葉
 　市制 100 周年記念事業　子ども絵画コンテスト　審査委員会

　委員長 常盤　方子

　市制 100 周年という歴史的な節目の年に「百年の彩りを次の 100 年の輝きへ」をキャッチフレー
ズに八王子市子供会育成団体連絡協議会（市子連）では記念事業として、八王子市、教育委員会
とともに、平成 28 年度に「子どもフェスティバル・子ども絵画コンテスト」を実施しました。テーマ
は「みんなでえがこう　八王子の未来・好きなところ」です。
　絵画コンテストでは、市内の全小・中学校 108 校に募集チラシを配布し、5,000 点に迫る応募作

品の中より、市長賞・教育長賞をはじめ優秀賞以上の 46 名の子どもたちに表彰することができました。
　審査する側として、多数の応募作品の中から優秀作品を選ぶのには大変苦慮しました。子どもたち一人一人の未来に向けた気
持ちが十分に伝わってきて、どれをとっても素晴らしい作品であり全ての子どもたちに賞を与えたい気持ちになりました。
　平成 29 年度には、「小・中学生作文コンテスト」そして、事業の締めくくりとして平成 30 年 2 月には子どもたちが主役の、八
王子の未来へつながるグランドフィナーレが行われました。
　これらの事業を通して、次代を担う子どもたちの八王子の 20 年後、30 年後の夢や希望、未来の八王子への思い、ふるさと
を思う心に感動するとともに地域関係機関、保護者、学校、みんなで子どもを育てるという意義が大切になってくるのではないか！
と強く思います。
　特に、絵画コンテスト審査委員長を行うなかで、私ども市子連でメインテーマにしております “ 魅力ある子ども会活動を創造し、
支えよう”という事が不可欠であり、子どもたちをこの大自然の中で心豊かに夢と希望の実現に向かった健全育成に今後も努め
てまいりたいと思います。



121

子どもフェスティバル

参加協力
◉　ブース協力

【青少年の健全育成に係る市民団体・機関】
青少年対策地区委員会（第五地区・椚田地区）
ボーイスカウト八王子協議会、八王子お手玉の会
八王子市子ども会指導者連絡会
八王子地区子ども会育成団体連絡協議会

（横山東地区、東川口地区、由井第一地区、由木地区）
八王子若者サポートステーション

【企業】
家具デザイン八王子現代家具工芸学校

（（株）村内ファニチャーアクセス）、楓設計室
スタジオ・アン、高尾スターレーン

【病院・学校等】
医療法人社団ＫＮＩ北原国際病院
山野美容芸術短期大学、東京八王子トレインズ

◉　出演協力
由木地区越野太鼓、東京都立南多摩中等教育学校太鼓部、太極柔力球
本町・元横囃子連合、八王子市立みなみ野中学校・ダンス部、はっちキッズ
JYOIHOTPU、レインボーズ、GROW UP BATON CLUB、七頭舞
ミスタードーナツ、夢同心

◉　運営協力
八王子市職員等退職者会

協賛企業（９社）

当日の様子

 

八王子市子供会育成団体連絡協議会について

　八王子市子供会育成団体連絡協議会は、昭和 36 年に発足以来、地域の幅広い年代の大人たちや町会、

学校と連携を深めながら、八王子市の青少年健全育成を支えています。豊かな自然や地域の特長を活か

した体験活動や多世代交流、地域の人々からの学びを通じて、子どもたちが本来もつ「意欲」や「好奇心」

を存分に発揮させながら、豊かな心と郷土愛を育んでいます。


